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貸 出 金

役 職 員 数

事 業 内 容

本店所在地

営 業 店

営 業 地 域

昭和24年5月23日

理事長　伊賀 三千

1,725百万円

3,914億円

2,078億円

396人（常勤）

預金業務、融資業務、為替業務、その他付随業務、

政府系金融機関の代理業務、国債および個人向け国債等窓販

業務、生命保険および長期火災保険等の窓販業務、投信の窓

販業務等

高松市瓦町1丁目9番地2

高松市17店舗、坂出市3店舗、丸亀市4店舗、三豊市1店舗、

さぬき市1店舗、東かがわ市1店舗、善通寺市1店舗、

三木町1店舗、土庄町1店舗、宇多津町1店舗、琴平町1店舗、

多度津町1店舗、観音寺市1店舗　　　　　　　合計34店舗

香川県全域
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TAKAMATSU SHINYO KINKO
2010 DISCLOSURE

平成22年3月31日現在

心のふれあい 地域とともに、
いつもあなたに まごころサービス

【 基 本 方 針 】

【 経 営 方 針 】

お客様とのふれあいを大切にし、お客様の
満足と地域の繁栄を願ってチャレンジします。

健全かつ透明度の高い経営に努め、
地域の信頼に応えます。

環境変化に柔軟に対応し、
新しい時代に向けた経営に努めます。
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　平素より高松信用金庫に対し格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　当金庫の経営理念、業績、財務内容などの詳細につきましては、

ディスクロージャー誌に記載しておりますが、あわせて要点を取りまとめ

たミニディスクロージャー誌も作成いたしました。ご高覧のうえ、当金庫

へのご理解をより一層深めていただければ幸いに存じます。

　平成20年度は、景気の悪化と金融危機の発生の影響を受けて大

幅な赤字計上を余儀なくされました。平成21年度も、香川県内の中

小企業を取り巻く経営環境は厳しく、多額の与信費用が発生しました

が、有価証券運用の市場環境が改善したことから、債券や株式など

の売却により与信費用の一部をカバーすることで黒字に転換すること

ができました。

　平成22年度においても、引続き健全かつ適切な運営に配慮しつ

つ、地域の皆様と一体となって経営改善に取組むために、コンサルティ

ング機能等を十分に発揮しながら、これまで以上に金融円滑化に取組

んでまいります。

　今後とも、自らを変革しつつサービスの維持向上を図り、地域の皆

様方から「地域密着度№１の信用金庫」と評価して

いただけるよう、仕事を行っていくうえで必要な、

前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力を

備えた「社会人基礎力」の向上を図ってまいり

ます。

　何卒、変わらぬご支援とご鞭撻を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

ご あご あ い さい さ つつ

平成22年7月

理事長
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　高松信用金庫では、経営分析手法の一つであるバランススコアカード※の考え方を活用
して、当金庫の取組むべき施策を、１．業務プロセスの視点から「組織態勢の一層の強化」、
２．財務の視点から「収益体質の強化」、３．顧客の視点から「顧客原点主義の強化」、４．人
材の視点から「人材育成・確保」の4つの切り口から検討し、平成21年度から三年間の中
期経営計画を策定しました。
　これらの施策に積極的に取組み、リレーションシップバンキングの精神を通じて、地域経
済・社会・環境の持続的な発展を目指します。

※バランススコアカードとは、企業業績を財務の視点のみでなく、業務プロセス、顧客、人材の4つの視点で幅
広く捉え、それらのバランス（短期的な成果から中期的にわたる取組みの成果）を保ちながら経営を行う管
理手法のことです。

「絆・原点回帰」
平成21年度～23年度

中期経営計画
「絆・原点回帰」

会員をはじめ地域の様々な主体との連携を一段と強化し、
地域経済・社会・環境の持続的な発展を目指す。

・目利き融資の推進
・事業支援
・活性化支援
・新商品開発

・ＣＳＲ活動
・地域情報の集積と有効活用
　（ビジネスマッチング）
・産学官連携　

地域密着型金融の機能強化
中小零細事業者を総合サポート

（１）経営の透明性維持
（２）リスク管理態勢の強化
（３）ガバナンスの強化
（４）コンプライアンス態勢の強化
（５）提案型・課題解決型営業の強化

１．業務プロセスの視点
　（組織態勢の一層の強化）

（１）収益力の強化
（２）業容の拡大

２．財務の視点
　（収益体質の強化）

（１）利用者保護
（２）利用者利便性の向上
（３）ＣＳＲ活動

３．顧客の視点
　（顧客原点主義の強化）

（１）収益感知能力の向上
（２）目利き能力の向上
（３）リスク管理能力の向上
（４）人材、能力重視の人事評価
（５）成果主義の給与体系
（６）専門性強化
（７）自己啓発、OJT、offJT

４．人材の視点
　（人材育成・確保）

・蓄積された地域の定性情報
・高密度チャネル
・地元意識の高い優秀な人材
・協同組織制度に基づくサービス提供
・自営業者･高齢者との取引基盤
・中央組織･中央機関等の存在

●信用金庫の強み

・収益構造の変化
・業務多様化に伴う間接コストの増大
・社会的な要請の高まり

●信用金庫の現状

外部環境 内部要因
●社会・経済
・人口減少、少子･高齢化

●地域経済・中小企業
・財政悪化、公共事業減少

●金融サービス業
・他業態の金融業参入、メガバンク･
　地銀･外資のリテール進出

●金融行政
・リスク管理態勢の強化

●企業の社会的責任、
　地球環境への配慮
・企業の社会的責任の重視

中期経営計画
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自 己 資 本 比 率 の 状 況

不 良 債 権 の 状 況

　当金庫の自己資本比率は、平成22年3月末現在で、11.64％と健全性の目安とされる
国内基準4％を大きく上回っています。また、大手銀行等の国際業務を営む金融機関に適
用される国際基準8％も上回っています。

4％以上が健全性の目安、
当金庫はその2倍以上の11.64％

　当金庫の金融再生法に基づく平成２２年３月末の不良債権は、７，５９８百万円と前期比
９０８百万円増加しました。不良債権化した貸出金等を貸借対照表から直接控除するオフ
バランス化を積極的に推進しましたが、企業業況の悪化、財務内容の悪化により開示債
権は増加しました。       

今期の不良債権は増加しましたが、対応は万全

自己資本（純資産）で備えは万全
　不良債権額に対して担保・保証・貸倒引当金合計が
1,577百万円少なくなっていますが、純資産の部（出資
金、準備金、剰余金等）総額20,094百万円で万全の対
応となっています。

当金庫
11.64％

国際基準
8.0％

国内基準
4.0％

●金融再生法に基づく不良債権

●担保・保証・貸倒引当金

6,690百万円平成21年3月末

危険債権
3,931

担保・保証
4,430

貸倒引当金
1,591

要管理債権
501

破産更生債権および
これらに準ずる債権

2,256

破産更生債権および
これらに準ずる債権

2,559
危険債権
4,545

要管理債権
494

7,598百万円

6,021百万円

平成22年3月末

908百万円増加

自己資本（純資産）
20,094百万円

担保・保証・貸倒引当金で
カバーされない部分
1,577百万円

（純資産の7.84％）

業績サマリー
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業 績 の 推 移

預 金 積 金・貸 出 金 等 の 状 況

（百万円）

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

●預金積金残高の推移
（百万円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

●貸出金残高の推移
207,841

H22/3

200,532

H20/3

214,174

H21/3

391,488

H22/3

383,912

H20/3

385,264

H21/3

預金積金は増加しましたが、貸出金については
資金需要の低迷により減少しています。

●経常収益 ●当期純利益●経常利益

貸出金残高【2,078億円】
預金における貸出金の割合【53.09％】

（平成22年3月末）（平成22年3月末）

●貸出金残高構成 ●事業資金業種別貸出残高構成

（百万円）

‒1,500

‒1,000

‒500

0

500

1,000

H19 H20

316

H21

113 △1,422

（百万円）

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

8,832 8,815

H21H19 H20

7,962

（百万円）

‒2,000

‒1,500

‒1,000

‒500

0

500

1,000

H19 H20

483

H21

154 △1,765

貸貸貸出貸出
預金

（平成22

●貸出金残高構成

3.09％】％】

（平成22年3月末）

資金業種別貸出残高構成

出出金残高【2,078億円】
金における貸出金の割合【53

年3月末）

●事業資

設備資金
385億円

その他個人
205億円

住宅ローン
412億円

地公体
302億円 運転資金

705億円

消費者ローン 63億円

事業資金
1,094億円

サービス業
310億円

不動産業
247億円

卸・小売業
190億円

製造業
195億円

建設業
97億円

運輸・通信業 31億円

金融・保険業 16億円
その他 3億円

　平成21年度は、貸出金の償却などが大幅に増加しましたが、金融市場の改善を受け
て、経常収益・経常利益ともに増加し、黒字転換しました。

　預金積金については順調に増加しましたが、貸出金については経済情勢の悪化により
資金需要が低迷したことから減少しています。

平成21年度決算は黒字転換

　香川県、高松市等の地方公共団体では制度
融資を行っており、当金庫の平成22年3月末の
取扱残高は合計で2,092件、13,132百万円と
なっています。

●制度融資の取扱い
　住宅金融支援機構、日本政策金融公庫、信
金中央金庫等の代理貸付も取扱っており、平成
22年3月末の取扱残高は合計で16,219百万
円となっています。

●代理貸付

業績サマリー
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有 価 証 券 の 状 況

有 価 証 券 の 含 み 損 益 の 推 移

（平成22年3月末）
●有価証券残高の推移 ●有価証券残高構成

価 証 券 の 状 況

（平成22年3月末）
●有価証券残高構成

社　債
369億円

外国証券
233億円

国　債
268億円

地方債
112億円

投資信託 29億円

株式 25億円

その他 1億円

70,000
80,000
90,000
100,000

110,000
120,000
130,000

（百万円）
140,000

H22/3

104,097

H20/3

133,435

H21/3

109,347

700
─
700
─

12,302
12,302
13,002

①
②

①
②

701
─
701
─

9,617
9,617
10,319

1
─
1
─

△2,684
△2,684
△2,682

平成22年3月末

合　　計

合　　計

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

社 債
そ の 他

小 　 　 計
社 債
そ の 他

小 　 　 計

①
②

③

①
②

③

株 式
債 券
国 債
地 方 債
社 債
そ の 他
そ の 他

小 　 　 計
株 式
債 券
国 債
地 方 債
社 債
そ の 他
そ の 他

小 　 　 計

子会社・子法人等株式
非 上 場 株 式
社 債
そ の 他 の 証 券
合 計

（単位：百万円）●満期保有目的の債券

（単位：百万円）●その他有価証券

＊私募債については、平成20年度まで
「市場価格のない有価証券」として取
扱っていましたが、「金融商品に関す
る会計基準」（企業会計基準第10
号）の改正より、平成21年度から「市
場価格のある有価証券」として取扱う
ことになりました。このため、私募債に
ついては、平成20年度の計数にのみ
含めています。 

＊１．時価は期末日における市場価格等に基づいています。　
  ２．上記の「②その他」は外国証券です。　
  ３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めていません。

＊１．時価は期末日における市場価格等に基づいています。　
  2．上記の「③その他」は投資信託等です。　
  3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めていません。

B/S計上額 時　価 差　額

392
70,081
24,327
11,292
32,433
2,028
336

70,810
2,074
15,424
2,502
─

3,853
9,067
2,694
20,193
91,003

353
68,847
23,818
11,195
31,822
2,010
321

69,523
2,486
15,751
2,513
─

3,928
9,308
3,053
21,291
90,814

38
1,233
509
96
610
18
14

1,286
△412
△326
△10
─

△74
△241
△358
△1,097
189

平成22年3月末
B/S計上額 取得原価 差　額

（単位：百万円）
●時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

0
45
─
45
91

平成22年3月末
B/S計上額
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1.ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化

①開業支援融資「アドバンス」、実績9件47百万円
②事業再生支援
●進捗状況に対する分析・評価および今後の対応
①企業のライフサイクルに応じた金融支援として、開業支援融資「アドバンス」を積極的に
活用し、取引先企業の支援に取組んでいます。
②事業再生支援として、経営支援部がコンサルティング、情報提供機能等を活用して様々
な支援、指導活動を行っています。また、中小企業再生支援協議会、高松商工会議所
等公的機関と連携して取引先企業の事業再生に積極的に取組んでいます。
　　平成21年度の中小企業再生支援協議会へ30件の相談持ち込みを実施しました。

3.地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

小学校金融教育の実施
●進捗状況に対する分析・評価および今後の対応
　地域活性化につながる多様なサービスとして、平成22年
1月に、高松市立川添小学校において、当金庫職員によ
る金融教育を実施し、生徒のみなさんに金融について非
常に興味をもっていただきました。

2.事業価値を見極める融資手法等、中小企業に適した資金供給の実施

①コベナンツ付経営改善融資「トライアングル」、実績11件28百万円
②シンジケートローンの組成への参加、実績3先880百万円
③動産担保融資「たかまつしんきん肉牛担保ローン」、実績1先15百万円
●進捗状況に対する分析・評価および今後の対応
①財務制限条項を活用したコベナンツ付経営改善融資「トライアングル」については、担
保、保証に過度に依存しない融資商品として定着しています。5ヵ年の経営改善計画書
の進捗状況を経営者と当金庫が毎年確認することにより、財務内容の課題を認識し、
お客様の財務内容の改善に役立っています。
②参加形式での取組みではありますが、3先に880百万円のシンジケートローンを実行して
います。今後は、アレンジャーとしてシンジケートローンの組成にも積極的に取組んでまい
ります。
③肉牛を担保とした動産担保融資「たかまつしんきん肉牛担保ローン」については、平成
20年11月21日より取扱いを開始し、平成21年5月20日、第一号が実行となりました。
今後も畜産業者の皆様の利便性向上、および資金円滑化に向けて積極的に取組んで
まいります。

　平成19年4月5日に金融審議会金融分科会が公表した「地域密着型金融の取組みに
ついての評価と今後の対応について」に基づき作成された「中小・地域金融機関向けの
総合的な監督指針」を計画のバックボーンとして「たかまつしんきんベストパートナーシップ
プラン」（平成21年度）を策定し、計画の推進に取組んでまいりました。
　計画の内容としては、次の３つの施策を展開しました。

▶ 地域密着型金融推進計画「たかまつしんきんベスト
　 パートナーシッププラン」の進捗状況について

お取引先へのご支援につ　
TAKAMATSU SHINYO KINKO 2010 DISCLOSURE
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※平成16年から「中小企業経営セミナー＆経営相談」を5回開催、以降「課題解決型経営支援セミナー」
「経営支援セミナー」と名称変更をしながら定期的に13回を開催、合計18回の実施となっています。

平成21年度開催の「経営支援セミナー」

当金庫LAN内
ビジネスマッチング

システム

地域振興部
全面的支援

ビジネス
マッチングフェア 当金庫HP

マッチング情報提供
企業ニーズの収集

経営相談
各種経営支援

連携・情報交換
僚店間マッチングの
コーディネイト

連携・情報交換

経営相談
各種経営支援

マッチング情報提供

取引先企業

高松信用金庫
地域振興部

高松信用金庫
各営業部店

中小企業
支援機関

他信用金庫

第11回：第1部

第2部

第12回：第1部

第2部

第13回：テーマ

テーマ 「ITを利用した経営戦略」
講師　（財）かがわ産業支援財団
　　　専門コーディネーター　中庭　正人 氏
セミナー参加者 40名
「個別経営相談」（事業承継相談、経営相談、金融相談、その他）
個別相談先 8名
「中小企業会計啓発・普及セミナー」
テーマ 「不況に負けない経営力をつけるー上手な資金のつくり方ー」
講師　株式会社ネットワーク経営広島
　　　取締役コンサルティング事業部長　生塩　千秋 氏
セミナー参加者 38名
「個別経営相談」（事業承継相談、経営相談、金融相談、その他）
個別相談先 3名
「経営改善計画書の作り方」
講師　中小企業診断士　立川　敦史 氏
出席者 33名

「 経営支援セミナー」の開催

ビジネスマッチングシステム

　ビジネスマッチングの推進による取引先の皆様への支援として、ビジネスマッチングシス
テム（当金庫ＬＡＮ内で運用）を使い、お客様のニーズ情報をそれぞれの営業部店同士が
共有し、自分の営業部店のお客様はもちろん、他の営業部店のお客様とのビジネスマッチ
ングをコーディネイトしています。

　お客様が抱える経営課題をテーマとした「経営支援セミナー」を昨年度に引き続き実施
いたしました。
　平成21年度は下記のとおり3回実施（第11回～第13回）、毎回多くのお客様にご参加
いただきました。

いて
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１．取組み方針
　地域の中小企業および個人のお客様への安定した資金供給は、事業地域が限定された協同
組織金融機関である信用金庫にとって、最も重要な社会的使命です。
　私どもは、お客様からの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、これまでと
同様、お客様の抱えている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯に取組みます。

３．他の金融機関等との緊密な連携
　当金庫は、複数の金融機関から借入れを行っているお客様から貸付条件の変更等の申し出が
あった場合など、他の金融機関や信用保証協会等と緊密な連携を図る必要が生じたときは、独占
禁止法・守秘義務に留意しつつ、お客様の同意を得たうえで、これらの関係機関と情報の確認・照
会を行うなど、緊密な連携を図りながら地域金融の円滑化に努めてまいります。

２．金融円滑化措置の円滑な実施に向けた態勢整備
　当金庫は、上記取組み方針を適切に実施するため、以下のとおり、必要な態勢整備を図りました。
・金融円滑化基本方針、金融円滑化管理方針および金融円滑化管理規程を策定し、また、金融円
滑化管理責任者および金融円滑化対応責任者、金融円滑化対応担当者を選任いたしました。
・審査部門と連携を進め中小企業支援を強化するため、融資管理本部内に中小企業支援を担
当する経営支援部を新設いたしました。
・業務推進本部内に中小企業向け融資に関する支店の教育・指導を担う融資推進マネージャー
を新設いたしました。
・各営業部店に金融円滑化相談窓口を開設いたしました。

▶ 金融円滑化に向けた取組み

▶ 地域金融円滑化のための基本方針
　高松信用金庫は、地域の中小企業および個人のお客様に必要な資金を安定的に供
給し、地域経済の発展に寄与するため、以下の方針に基づき、地域金融の円滑化に全力
を傾注して取組んでまいります。

　当金庫は、好景気はもとより不景気の時においても、お客様である中小企業等の皆様
に必要な資金を安定的に供給し、また、サポートが必要なお客様には経営改善支援を行う
など、地域と共に歩んでまいりました。 
　当金庫は、こうした取組みを自らの社会的使命と考えており、非営利の協同組織金融機
関として、相互扶助の経営理念の下、現下の政策課題である中小企業者等の金融の円
滑化に真摯に、かつ、一貫して取組んでいるところであります。 
　特に、お客様から貸出条件の変更等を求められた場合には、その要請を真摯に受け止
め、お客様の抱えている問題を十分に把握したうえで、その解決に向け、貸出条件の変更
等きめ細かな対応を行ってきています。 
　こうしたなか、平成21年12月に施行された「中小企業金融円滑化法」の趣旨を踏まえ、
「金融円滑化に関する基本方針」を制定するとともに、「金融円滑化相談窓口」を設置す
るなど、お客様のご相談等に一層適切にお応えできるよう態勢を整備しています。
　当金庫は、これまで同様、中小企業者等の金融の円滑化に全力を傾注して取組んでま
いります。

●中小企業者等に対する金融円滑化対策における組織図

本　部

営　業　店

（金融円滑化対応責任者）
（金融円滑化対応担当者）

（金融円滑化管理責任者）

業務推進部
お客様相談室
0120-842880

経営支援部
貸付条件の変更等に
関する相談（苦情）
0120-778139

金融円滑化に関するご相談窓口

高松信用金庫　各営業部店金融円滑化相談窓口
または

高松信用金庫　経営支援部

平日9：00～17：00
（ただし土・日・祝日・年末年始を除く営業日）

0120-778139
電話番号

受付時間

お取引先へのご支援について
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新 サ ー ビ ス の ご 提 供 に つ い て

　中小企業および個人事業主の皆様の資金の円滑化と地域活
性化の支援のため、平成21年12月16日（水）より「たかまつしんき
んビジネスローン」の取扱いをしています。
　たかまつしんきんビジネスローンは、一定条件を満たす中小企業
および個人事業主の皆様を対象として、オリックス株式会社を保証
会社として、ご融資金額最大30百万円、ご融資期間最長5年、証
書貸付方式でご利用いただける商品です。
　運転資金、設備資金の事業資金に原則、担保を不要としてスピ
ードのある支援をしています。

●たかまつしんきんビジネスローン

　平成21年11月2日（月）よりお客様の幅広い投資信託商
品に対するニーズに応えるため、大和証券投資信託委託株
式会社の「ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（愛称：
杏の実）」とＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社の「ＤＩＡＭエ
マージング債券ファンド（愛称：ライジングネクスト）」の2商品
を追加し取扱いをしています。

●投資信託

　平成21年4月1日（水）から社会貢献活動の一環として、「運転
免許証の自主返納制度」を有効活用するための支援策として、同
制度利用者に対する金利上乗せ定期預金「運転免許証自主返
納支援定期預金」の取扱いをしています。

●運転免許証自主返納支援定期預金

　㈱四国しんきんカードと「たかまつしんきんポイントサービス」の交
換に係る業務提携を行い、VJAグループのポイント「ワールドプレゼ
ントポイント」に交換できるサービスを開始しました。
　ポイントサービス対象者は、商品や金融サービスのほかにワール
ドプレゼントポイント（VISAカードポイント）が選択できるようになりま
した。

●「㈱四国しんきんカードとのポイントサービス交換
　に係る業務提携」について

　平成22年3月1日（月）より「瀬戸内国際芸術祭記念定期預金
Ⅰ」を取扱いしました。ご好評をいただき募集期間終了を待たずに募
集金額20億円に達しましたので、継続商品として「瀬戸内国際芸
術祭記念定期Ⅱ」を募集金額20億円にて平成22年4月14日（水）
から取扱いしました。
　預入金額100万円を一口として、抽選で100名様に「瀬戸内国
際芸術祭作品鑑賞パスポート」をプレゼントするとともに、募集金額
の0.05％、200万円を社団法人企業メセナ協議会を通して、瀬戸
内国際芸術祭実行委員会に寄付しました。

●「瀬戸内国際芸術祭記念定期預金Ⅰ」
　「瀬戸内国際芸術祭記念定期預金Ⅱ」

新 商 品 の ご 提 供 に つ い て

TOPICS ～トピックス～
TAKAMATSU SHINYO KINKO 2010 DISCLOSURE
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　最近、子供さんに対する犯罪が増加しており、皆様方も心を
痛めておられることと思います。当金庫は地域に根ざす金融機
関として微力ではありますが、地域の子供さんたちを犯罪から守
る1つの方法として、全営業店と全営業車両に「こどもSOS」の
ステッカーを貼付し、こども緊急避難場所を提供しています。

●「こどもSOS（こども緊急避難場所）」の設置

　平成21年11月8日（日）に高松市屋島西町の東部
下水処理場において、県内で活躍している54のゲー
トボールチーム（総勢309名）が競技に参加されまし
た。参加していただいた全てのチームが熱戦を繰り広
げました。

●第11回たかまつしんきん
　ゲートボール大会の実施

こど も S O S

地 域 奉 仕 活 動

教 育・人 材 育 成

　本部や各営業店では地域の季節行事（夏祭り、運動会など）に協力するほか、地域の清
掃活動にボランティアとして参加するなど、地域社会の一員としての役割を担っています。
また、縁台将棋や子供たち向けの工作教室の開催など、各営業店で工夫を凝らした独自
の活動も積極的に行っています。

　当金庫では、地域の将来を担う青少年に適切な金融知識を伝えることを通じて、自分の暮らしや
社会について深く考え、自分の生き方や価値観を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づくり
に向けて主体的な態度を養ってほしいと考え、平成
19年度より金融教育を行っています。
　平成22年1月27日（水）に、高松市立川添小学校
の６年生を対象に「お金ってなんだろう」を題材に出
張授業を行いました。生徒の皆さんは、金融や経済、
お金の使い方にはその人の価値観が反映されるとい
うことを学んだ後、お札の数え方を練習しました。

　「たかまつしんきん連」として平成21年度も「丸亀お
城まつり」「かんおんじ銭形まつり」「さかいで大橋まつ
り」「たどつ夏まつり」「さぬき高松まつり」「国分寺まつ
り」と各地域の祭りに参加いたしました。沿道のお客
様からたくさんのご声援をいただきました。

●各地域の祭りに参加

　香川県と高松市とのパートナーシップ事業を平成
15年度より年3回実施しています。
　平成21年度1回目は平成21年6月13日（土）に総
勢87名が、2回目は平成21年11月15日（日）に総勢
203名が、また3回目は平成22年3月6日（土）に総勢
203名の役職員が、香東川と土器川の河川清掃活
動を実施しました。

●ボランティア活動の実施
　（平成21年度河川清掃活動）

●金融教育

CSR（企業の社会的責任）と　
TAKAMATSU SHINYO KINKO 2010 DISCLOSURE
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　当金庫では、平成20年度より、クールビズ・ウォー
ムビズを始め、こまめな消灯や屋上の緑化活動、省エ
ネ設備の導入など業務による環境負荷の削減に取
組んでいます。
　これらの取組みにより、平成19年度に比べて平成
21年度には本店建物の電力使用量は22％削減、ガ
ス使用量は11％削減、重油量は6％の削減効果が
出ています。

●環境負荷の削減

●「フォレストマッチング協働の森づくり」活動

環 境 保 全 活 動

　香川県赤十字血液センターの呼びかけに応じて毎
年定期的に職員から協力者を募り、献血活動を行っ
ています。

●献血活動

　社会福祉施設への利益還元の一環として、香川県内の老人
ホームへの慰問活動を毎年実施しています。平成21年度には7
つの施設を役職員が訪問、手作りの小物や心のこもった寄せ書き
などを入れた慰問袋を贈呈し、入所されているお年寄りたちに喜ば
れました。

●老人ホーム慰問活動

福 祉 活 動

　当金庫は地域の環境保全活動に協力することを目的に、香川県、高松市と協定書を交わし、官
民が一体となって香川県の里山整備活動を行う「フォレストマッチング協働の森づくり事業」に参画
し、平成20年度より5年間で塩江町の2.42haの里
山を「たかまつしんきんの森」として整備しています。
　平成21年12月5日（土）、平成22年2月6日(土)の
2日間にわたり、森づくり活動を実施しました。2日間で
延べ120名の役職員、役職員の家族、ボランティア
の方々が参加し、12月5日に荒れ果てた竹林を切り
開くとともに、2月6日に竹林跡にコナラの苗木300
本を植樹しました。

●LED照明の導入
　当金庫では本店建物の中で一日8時間以上点灯している蛍光灯の内746本を平成21年10月
から環境にやさしいＬＥＤ（発光ダイオード）照明に切り換えました。
　ＬＥＤ照明の特徴として、①省エネルギー（従来の
蛍光灯と比べ3分の1の消費電力）②長寿命（従来
の蛍光灯と比べ6倍以上の長寿命、10年以上の使
用が可能）③環境対策・二酸化炭素削減（消費電力
低減による省エネルギー・CO２削減）などがあり、今後
営業店にも展開していく予定です。

文化的・社会的貢献活動
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所 在 地 電 　 話店 舗 名

平成22年7月1日現在

本店営業部は午後6時まで、
他の各営業店は午後4時まで営業しています。

本店営業部

栗 林 支 店

西通町支店

八本松支店

片原町支店

花 園 支 店

屋 島 支 店

木 太 支 店

元 山 支 店

レインボー支店

弦 打 支 店

仏生山支店

一 宮 支 店

太 田 支 店

宮 脇 支 店

空港口支店

三本松支店

国分寺支店

三 木 支 店

土 庄 支 店

坂 出 支 店

志 度 支 店

坂出東支店

鴨 川 支 店

宇多津支店

城 西 支 店

丸 亀 支 店

丸亀中央支店

善通寺支店

琴 平 支 店

多度津支店

丸亀南支店

観音寺支店

高 瀬 支 店

高松市瓦町１丁目９ー２

高松市栗林町１丁目７ー１７

高松市扇町１丁目２５ー５７

高松市天神前６ー２１

高松市片原町５ー６

高松市多賀町２丁目19ー10

高松市高松町３００８ー２

高松市木太町２区１８４２ー２

高松市元山町９４８ー２

高松市松縄町1118ー4

高松市鶴市町２００1ー１２

高松市仏生山町甲５０５ー７

高松市一宮町３２８ー５

高松市太田上町７９８ー３

高松市宮脇町１丁目３５ー６

高松市香川町川東上１８０６ー５

東かがわ市三本松６０９ー１

高松市国分寺町新名４４０ー１１

木田郡三木町平木茶園２２ー２

小豆郡土庄町渕崎甲１３８７ー５

坂出市本町３丁目６ー１４

さぬき市志度８９５

坂出市京町２丁目５ー２９

坂出市府中町６０６９ー１０

綾歌郡宇多津町１８９８ー３

丸亀市城西町２ー７ー２１

丸亀市土器町東８丁目３

丸亀市富屋町１６

善通寺市上吉田町３ー３ー１３

仲多度郡琴平町１６３ー２６

仲多度郡多度津町東浜４ー８

丸亀市郡家町2608-5

観音寺市坂本町６丁目３ー１８

三豊市高瀬町新名９５６ー1

TEL.０８７（８３６）３０１１

TEL.０８７（８３１）１６４１

TEL.０８７（８５１）０１０５

TEL.０８７（８３１）１６５８

TEL.０８７（８５１）００５８

TEL.０８７（８３１）１８５１

TEL.０８７（８４１）９１８１

TEL.０８７（８６２）８７２３

TEL.０８７（８６６）３１１１

TEL.０８７（８６７）０１１１

TEL.０８７（８８２）８８２８

TEL.０８７（８８８）００３３

TEL.０８７（８８５）３１２１

TEL.０８７（８６６）８５９８

TEL.０８７（８３１）１３１３

TEL.０８７（８７９）１２１１

TEL.０８７９（２５）７１１１

TEL.０８７（８75）０００１

TEL.０８７（８９８）１２２１

TEL.０８７９（６２）１２４４

TEL.０８７７（４６）４４５９

TEL.０８７（８９４）１７８１

TEL.０８７７（４６）２３３４

TEL.０８７７（４８）０４０７

TEL.０８７７（４９）２２７０

TEL.０８７７（２５）５３００

TEL.０８７７（２４）１２３４

TEL.０８７７（２３）４１３６

TEL.０８７７（６２）０５６８

TEL.０８７７（７３）２５２５

TEL.０８７７（３３）１３１３

TEL.０８７７（５８）２８１１

TEL.０８７５（２３）２５５２

TEL.０８７５（７２）６５６０
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▶ 店舗外当金庫設置ATM
　   （時間外入出金手数料無料）

▶ 現金自動機の設置状況

▶ 他行設置共同ATM・CD
　   （無料対象外ATM）

店舗外CD・ATM 所 在 地

平成22年7月1日現在

店舗外CD・ATM 所 在 地

高松シンボルタワー

常磐街カードプラザ

片原町ノブヤ鞄店

高松市役所

栗 林 病 院

広場出張所

高松競輪場前

高 松 サティ

ゆめタウン高松

ＪＲ高 松 駅

ゲオミラクルタウン

香西出張所

マルナカ香西店

フジグラン十川

道の駅・香南楽湯

ベ ルシティ

コープ 志 度

パルティ・フジ志度

南 出 張 所

マルナカ国分寺店

ＪＲ丸 亀 駅

イオン高松
ショッピングセンター

城東出張所
イオン綾川
ショッピングセンター

ゆめタウン丸亀

高松天満屋

三越高松店

香川県立中央病院 

香 川 県 庁

コープ太田CD

天満屋ハッピータウン
レインボーロード店

マルナカ仏生山

ダイキ・ワン川島

コープ屋島CD

パワーシティ屋島

マルナカ木太店

パワーシティレインボー店

ウイングポート

マルナカ八栗店

コープ 坂 出

宇多津ビブレCD

マルナカ飯山店

フジグラン丸亀

マルナカ土器店

イオンタウン多度津

マルナカ新土庄店

高松市役所

高松市サンポート2-1マリタイムプラザ高松1F

高松市常磐町1-8-1

高松市片原町1-11

高松市番町1-8-15

高松市栗林町3-5-9

高松市錦町1丁目7-8

高松市福岡町1-453-4

高松市福岡町3-379-2

高松市三条町字中所608-1

高松市浜ノ町1-243 2F

高松市郷東町東新開210-1

高松市香西本町365-1

高松市香西本町1-176

高松市十川東町55-1

高松市香南町横井997-2

木田郡三木町鹿伏310

さぬき市志度2209

さぬき市志度2431-1

坂出市文京町1-8-26

高松市国分寺町新居字野末1074-1

丸亀市新町6-3-50

高松市香西本町1-1

丸亀市土器町西5-14

綾歌郡綾川町萓原822-1

丸亀市新田町150

高松市常磐町1-3-1 9F

高松市内町7-1

高松市番町5-4-16

高松市番町4-1-10

高松市伏石町2053-5

高松市伏石町2084-5

高松市仏生山町甲415-4

高松市川島東町504

高松市屋島西町2484-11

高松市屋島西町字百石1912-1

高松市木太町1682-1

高松市多肥下町1552-17

高松市香川町大野917-1  

高松市牟礼町牟礼2615-1

坂出市富士見町1-1192-1

綾歌郡宇多津町浜２番町16

丸亀市飯山町東坂元字秋常127-1

丸亀市川西町南1280-1

丸亀市土器町東4丁目788

仲多度郡多度津町北鴨2-10-1

小豆郡土庄町字半の池甲1360-71

高松市番町1-8-15

－
64台

5台
47台

CD

ATM

平成22年7月1日現在
店舗内 店舗外

区　分
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〒760-8668 高松市瓦町1丁目9番地2
TEL 087（861）0111

http: / /www.takashin.co. jp

街 に 笑 顔 を ！！

※計数は平成22年3月末現在

常勤役職員数 396人 
店舗数34店

金 融 市 場

日 本 銀 行

信金中央金庫

資金運用
（有価証券、預け金等）

CSR
文化的・社会的
貢献活動

出資金
会員数／30,414人
【1,725百万円】

預金積金
【391,488百万円】

貸出金
【207,841百万円】
預貸率／53.09％

支援サービス
決済サービス

街 に 笑 顔 を！

地域
社会

お客様／会員

さらに詳しい内容につきましては、当金庫の「平成22年版ディスクロージャー誌」をご覧ください。
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